
























































































































































































































































































































































































































































































４．単 元 名　　「夏のことばをさがして はいくをつくろう」
５．単元目標　　夏に関する言葉をさがし，経験と結び付けて思ったことや伝えたいことを葉書に表すことができる。
６．単 元 観
　２年生の子どもたちに季節の言葉を探させようとすると，「桜がさいてる」「花がちった」「梅雨で雨がふっている」
といった，おおざっぱな言語表現をすることが多い。
　本単元では，子どもの発言と併せて，経験も語るように促す。例えば子どもが「せみ」と発言した時には「どうし
てせみなの？」と聞く。ある子が「最近，朝からよくせみが鳴いているから」などと答える。すると他の子たちも
「ああ，わかる」「ぼくも同じことを考えてたよ」などと共感しながら，自分の言葉を見つけようとすることができる。
　学習指導要領では俳句を音読したり暗唱したりする学習は３年生に位置付けられている。そのため本単元では本格
的な俳句づくりではなく，俳句の５・７・５のリズムをいかした，思ったことや伝えたいことを書く活動として行う。
教科書では「カードに書きましょう。」となっているが，葉書に書くことにした。こちらの方が読者を想定しやすく，
思いや考えを伝えあおうとする態度の育成につながると考えたからである。また，本単元は生活科の公共施設を利用
する活動としての郵便局見学で，自分が書いた葉書を出すという活動にも繋がっている。
７．単元の評価規準
８．単元の指導と評価の計画（全２時間）
言語についての知識・理解・技能書く能力国語への関心・意欲・態度
季節の動植物や，季節を感じる言
葉を探している。
夏を感じた経験を思い出して，文
章に書いている。
季節の動植物に関する言葉を楽し
んで探している。
評価基準学習内容時
【関】友だちに紹介している。
【書】自分の夏を感じる言葉をノートに書く。
〇夏に関わる言葉を探し，交流する。
〇俳句の特徴について知る。
１
【書】作文を葉書に書く。
俳句の５・７・５のリズムをいかした作文を行い，
葉書に書く。
２
－１４３－
小学校２年生国語科における季語さがしと俳句づくり　－－生活科学習との連繋の試み－－
９．指導展開　第１時
　　指導展開　第２時
留　　意　　点主な学習活動
〇その言葉を選んだ理由も述べさせるこ
とで，周りの子も共感的に理解できる。
〇俳句が表現している情景を簡単に説明
する。
〇楽しいな　とか　うれしいな　という
言葉は使わずに，その気持ちが伝わる言
葉を考えるように促す。
１．もうすぐ夏休みですね。
　郵便局から葉書をもらいました。暑中おみまいというものです。
暑中おみまいというのは，親戚の人や普段会えない人に，お葉
書をおくって「ぼくは，私は元気です」「あなたはどうですか？」
と伝える葉書です。
　この葉書に俳句という，短いメッセージを書きます。
　みんなでめあてを読みましょう。
　　夏の言葉をさがして俳句をつくろう。　　　　　　　　　　
２．まずは，夏だなあって感じる，分かる言葉，どんな言葉があ
るかな？考えてみましょう。
３．発表し交流する。
４．みんなが見つけた，こういう季節を感じる言葉を，季節の言
葉を「きご」っていいます。
５．ふるいけや　かわずとびこむ　みずのおと
　みんなで読んでみよう（ふるいけや　かわずとびこむ・・・）
　上手によめました。どんな意味やと思う？
６．俳句は５・７・５の音でできています。数えてみよう。
７．「二回目の　運動会は　〇〇〇〇〇」ここに入る言葉，考えて
みよう。
８．できた作品を発表し交流する。
留　　意　　点主な学習活動
〇一般的には季語とは考えにくい言葉も
子どもなりの理由があれば，認める。
〇たくさん，作るように促す。
〇字余り，字足らずも認める。
〇どのような作品も，「よくできているね」
と肯定的に受け止める。
１．季語を使って俳句をつくろうね。
２．できた作品を教師に見せる。
３．葉書に自分の選んだ句と絵を描く。
４．作品を発表し交流する。

